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―鳥類― 

アカヒゲ Erithacus komadori 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美大島・加計呂麻島・与路島・請島・徳之島 

指定：国指定天然記念物・環境省絶滅危惧Ⅱ類（2017） 

特徴：森の中の茂った暗い環境にすんでいる。 

   オスは頭の部分が黒いが，メスは黒くないので，

すぐに見分けることができる。 



カラスバト Columba janthina 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美群島 

指定：国指定天然記念物・環境省絶滅危惧Ⅱ類（2017） 

特徴：集落の近くから山にいたるまで幅広く見かける

ことができる。首から胸にかけて緑色の光沢が

あり，足は赤い。特に秋から冬にかけて牛のよ

うな鳴き声を発する。 



ルリカケス Garrulus lidthi 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美大島・加計呂麻島・請島 

指定：国指定天然記念物・鹿児島県鳥 

特徴：奄美大島を代表する美しい鳥で，集落の近くから

山にいたるまで幅広い場所で見かけることができ

る。秋には，餌の少なくなる冬に備えて，ドング

リをため込んで様々な場所に隠しておく習性があ

る。 



サシバ Butastur indicus 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美群島（秋から春にかけて飛来） 

指定：環境省絶滅危惧Ⅱ類（2017） 

特徴：見渡しの良い木の枝や電線で見かける機会が多

い。秋になると大群で本州の方からやってくる。 



―植物― 

コモウセンゴケ Drosera spathulata 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：宮城県以南 

指定：なし 

特徴：日当たりが良く，適度に湿度のある崖面に生え

る虫を食べる植物で，捕まえた小昆虫から養分

を取る。 

 毛の先端から甘い香りを発する液を出すこと

で虫をおびきよせ，獲物を捕らえる。 



シラタマカズラ Psychotria serpens 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：本州以南 

指定：なし 

特徴：林道沿いで普通に見られ，樹や岩上をよじ登るつ

る性の植物。マツの木に生えることが多く，10

月頃から果実を観察できる。 



ヌマダイコン Adenostemma lavenia 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：本州以南 

指定：なし 

特徴：やや湿った道路沿いや溝に生える。 

花には粘着質の毛がある。粘液を出して，動物等

にくっつけることで，遠いところへ運ばれる。 



サネカズラ Kadsura japonica 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：本州以南 

指定：なし 

特徴：林道沿いでも見ることができる「つる」性の植物。

茎には粘液があり，昔はこれを水に溶かして頭を

洗っていたので，別名「美男（ビナン）カズラ」

とも言われる。 



ユワンツチトリモチ Balanophora yuwanensis 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美大島 

指定：なし 

特徴：イジュやコバンモチ等の根に生える植物。以前は

湯湾岳山頂部で普通に見ることができたが，現在

はほとんどの株が消失してしまった。 

    近年，屋久島などに分布している「ヤクシマツ

チトリモチ」と同じ種と考えられるとの見方もさ

れている。 



リュウキュウミヤマシキミ Skimmia japonica 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美大島以南 

指定：なし 

特徴：標高の高い山の中に生える低木。 

   ３月頃になると，白い花を咲かせる。 



ヘツカリンドウ Swertia tashiroi 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：鹿児島・屋久島・種子島以南 

指定：なし 

特徴：森の中や薄暗い道路沿い等の斜面に生える。和名

は大隅半島の辺塚（へつか）で発見されたことに

ちなんでいる。 



アマミヒメカカラ Smilax biflora  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美大島 

指定：鹿児島県絶滅危惧Ⅱ類 

特徴：標高の高いところに生える。葉は小さくて丸いの

が特徴である。屋久島に分布しているヒメカカラ

と同じ種とされていたが，2016 年に奄美大島の

ものは「アマミヒメカカラ」となった。 



オオシマガマズミ Viburnum tashiroi 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美大島・徳之島 

指定：環境省絶滅危惧Ⅱ類（2017） 

特徴：山地の脇に生える。冬になると葉が落ちる。 



アデク Syzygium buxifolium 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：九州南部以南 

指定：なし 

特徴：集落付近から山にいたる林の中まで幅広く生え

る。果実は紫褐色に熟して食べられる。材はきわ

めて堅いため，斧等の柄として用いられる。 



センリョウ Chloranthus glaber 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：本州以南 

指定：なし 

特徴：山の中の比較的暗い場所に生える。縁起の良い植

物として生け花や正月飾りに使われるため，島の

人々からも広く知られている。 



マンリョウ Ardisia crenata 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布：本州以南 

指定：なし 

特徴：集落付近から山の中に生える。センリョウと同じ

ように，縁起の良い植物として，生け花や正月飾

り等に使われる。 



トクサラン Cephalantheropsis gracilis 

 

 

 

 

 

 

 

分布：奄美大島・徳之島・屋久島・沖縄島・石垣島 

指定：環境省準絶滅危惧種（2017） 

特徴：山の中に生える大型の地生ラン。エビネ属に近縁

なランである。12月頃の短い期間にだけ花を咲か

せる。 



MEMO 

  


